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◎
注
目
議
案
！

「
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」

特
別
職
の
非
常
勤
職
員
の
厳
格
化

　
一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
創
設
に
合
わ
せ
、
特
別
職
の
非

常
勤
職
員
と
し
て
位
置
付
け
る
職

は
、
法
令
等
の
定
め
以
外
は
、
条
例

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
委
員
会
等
の
委

員
に
厳
格
化
さ
れ
、
条
例
に
定
め
が

な
い
削
除
さ
れ
る
職
と
新
た
に
条
例

に
位
置
付
け
る
職
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
議
案
第
15
号

令和元年の災害被害から
　　　　　　　に向けた取組「復興」

▲令和初、出初式での機械器具点検

▲再建中のハウス

　令和元年第４回芝山町議会定例会（以下、「12月定例会」とい
う。）は、12月10日に招集され、12月13日まで４日間の会期で
開催されました。最終日には町長から提案された24議案全てを
可決し、全日程を終了しました。
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（小嶋議員）文教施設災害復旧場所は、
具体的にはどこか。Ｑ

（岩澤議員）来年度から報酬日額を
6100円から7800円にするが、単
純推測で４年先の賃金を見越す必要
があるか。

Ｑ （岩澤議員）現行で、会議が２時間平均で終了とする
と、時給換算で約3000円となり、十分ではないか。県
の最低賃金に習うべきで、そこまで厳格にする必要が
あるか。財政が厳しいなら、来年は見送るか反対に下
げるべきで、その後上げる等の考え方は出来ないか。

Ｑ

（学校教育担当課長）芝山中学校のテニ
スコート、門扉、フェンス及び芝山小学
校の門扉、百葉箱、倉庫です。

Ａ （子育て・保健衛生担当課長）第二保育
所の雨どい、第三保育所の門扉となりま
す。

Ａ

（教育課長）総合運動場の弓道場のネッ
ト、観覧席・相撲場の屋根、公園野球場
のライト側の防球ネットなどがありま
す。

Ａ

（総務課長）今回、会計年度任用職
員制度と合わせて、特別職の非常勤
職員の職務の厳格化を行い、職務に
合った給与を支給すべきと考えてい
ます。金額は、近隣市町村の状況も
加味しています。

Ａ

（小嶋議員）特別土地保有税とはどのような税
か。Ｑ （小嶋議員）平成15年に根拠条

例が廃止されたが、なぜ町条例の
廃止も直ぐに行わなかったか。

Ｑ
（町民税務課長）バブル期に土地を所有してい
る人に対して、土地転がしを防止するための税
です。町では、昭和53年に制定され、実際に
賦課徴収されたのは平成期で短い期間です。

Ａ （町民税務課長）また復活の可能
性もあるため、様子を見ていまし
た。

Ａ

（総務課長）厳格化する時期に合わせて行いたいと考
えており、時給換算ではその金額になるとは思います
が、委員を会議に招集すると行き帰りの時間もあり結
局１日拘束することになります。

Ａ

【議案第１号】専決処分の承認を求めることについて

【議案第16号】芝山町特別土地保有税審議会条例の廃止について

【議案第15号】特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

～台風15号による被害個所の復旧～

～特別土地保有税の内容～

～千葉県最低賃金を用いないのは～

本会議での議案質疑

台風による具体的な修繕箇所

特別土地保有税はいつからどのように

４年先の賃金上昇を見越す必要があるのか

月
定例会
12 議案審議

12月10日
　開会初日に町長より上程された24議案
が本会議で審議されました。また議案の概
要説明は、12月６日の全員協議会におい
て行われております。（関連Ｐ４）
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災
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

■
10
月
９
日

　
（
議
員
の
み
の
臨
時
全
員
協
議
会
）

台
風
被
害
に
よ
る
農
業
支
援
策
拡

充
の
要
望
書
の
提
出

　

農
業
従
事
者
か
ら
の
様
々
な
被
害

状
況
や
要
望
を
議
員
各
位
か
ら
報
告

を
受
け
、
補
助
金
に
対
す
る
町
負
担

分
の
補
助
率
の
か
さ
上
げ
を
執
行
部

に
要
望
し
ま
し
た
。

問

（
小
嶋
議
員
）
台
風
19
号
の
際
に

避
難
勧
告
レ
ベ
ル
４
が
発
令
さ
れ
た

が
15
号
の
際
に
は
な
ぜ
発
令
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

答
【
総
務
課
長
】
夜
中
の
避
難
移
動

は
危
険
が
伴
う
た
め
発
令
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

問

（
平
山
議
員
）
被
災
し
た
農
業
用

倉
庫
な
ど
、
建
築
確
認
申
請
を
受
け

て
い
な
い
建
物
は
対
象
外
と
聞
い
た

が
、
該
当
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

答
【
町
民
税
務
課
長
】
補
助
金
の
対

象
は
住
居
系
の
み
で
倉
庫
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
施
設
の
補

助
金
で
は
別
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
【
産
業
振
興
課
長
】
資
材
の
倉
庫

は
対
象
に
な
る
が
、
２
年
前
の
災
害

補
助
制
度
の
場
合
で
も
あ
っ
た
会
計

検
査
の
対
象
に
も
な
る
た
め
、
確
認

申
請
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

問

（
平
山
議
員
）
補
助
金
の
受
付
が

業
者
の
都
合
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
【
産
業
振
興
課
長
】
県
と
協
議
し

て
み
ま
す
が
、
概
算
等
で
提
出
し
漏

れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

問

（
岩
澤
議
員
）
被
害
額
と
補
正
予

全
員
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

算
要
求
と
の
間
に
か
な
り
の
差
が
あ

る
が
。

答
【
産
業
振
興
課
長
】
時
間
的
余
裕

が
な
く
、
大
ま
か
な
数
字
で
計
上
し

て
い
ま
す
。
概
算
数
値
で
21
億
円
計

上
し
て
お
り
町
負
担
分
と
し
て
６
億

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
12
月
６
日

（
仮
称
）
実
施
プ
ラ
ン
の
現
在
の

検
討
状
況
は

問

（
小
嶋
議
員
）
特
区
制
度
を
取
る

こ
と
に
よ
り
、
農
振
な
ど
の
規
制
緩

和
は
で
き
る
の
か
。

答
【
県
副
参
事
】
開
発
の
計
画
が

あ
っ
て
も
簡
単
に
除
外
は
で
き
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
土
地
利
用
計

画
の
実
現
に
よ
り
、
国
全
体
に
波
及

効
果
、
ま
た
は
国
際
競
争
力
の
強
化

に
つ
な
が
れ
ば
、
可
能
性
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問

（
小
嶋
議
員
）
財
政
調
整
基
金
の

残
高
が
今
年
度
３
億
１
千
万
円
に
な

る
見
込
み
だ
が
、
来
年
度
は
使
え
な

い
の
か
。

答
【
財
政
担
当
課
長
】
町
の
標
準
財

政
規
模
は
30
億
円
で
、
そ
の
１
／
10

は
必
ず
持
っ
て
い
る
よ
う
に
指
導
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
10
月
23
日

避
難
勧
告
は

■
11
月
20
日

復
興
助
成
金
は

収穫間近のプチトマト▼

議会
の

視点
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早期の災害復旧を
問（實川議員）農業集落排水の台風被
害施設の運用経費は、汚水くみ上げ委
託よりも発電機の借り上げが安価であ
り、これからの対応は。
答【まちづくり課長】長期間にわたる
など今回の被災経験を生かして、早い
時期の発電機リースや予備的な発電機
の購入を検討しています。
問（實川議員）はにわ台からの排水路
復旧予算が計上されているが、その他
排水路の復旧対応は。
答【まちづくり課長】町でやるべきも
の、成田用水でやるもの等、管理区分
を協議中です。 
答【産業振興課長】軽微なものは成田
用水の地元工区で施工していただきま
す。
問（麻生議員）バルール・ド成田団地
内の上下水道処理場施設の建造物収去
土地明け渡し請求訴訟の相手方に応答
がなかったら。
答【都市計画担当課長】放置するわけ
にもいかず、最終手段として訴訟を提
起しました。
問（川口議員）相手とは接触できない
状況か。
答【都市計画担当課長】一度だけ対応
できたがそれ以後は接触できていませ
ん。
問（伊藤議員）民法上訴訟の相手方と
して成り立つのか。
答【都市計画担当課長】相手方の丸萬
商事が所有権を有しております。
問（實川議員）農業用廃プラスチック
処理の方法は。
答【産業振興課長】315ｔの処理が必
要であり、東金処理場での処理ではま
かないきれず一般廃棄物処理を踏まえ
て新たな処理方法を検討します。

まちづくり常任委員会 
人権尊重のために
問（内田議員）青年被後見人とは。
答【総務課長】青年後見人制度の中
で、知的障害などで自分で財産を守れ
ない方を指します。
問（戸井議員）町職員の障がい者の採
用枠は何人か。
答【総務課長】３名です。
問（伊橋議員）町職員の介護休暇の期
間はどれくらい取れるのか。
答【総務課副主幹】条例では職員の配
偶者と２親等以内の親族に対し、２週
間から最長３年までです。
問（伊橋議員）非常勤職員の育児休業
は、男女とも同じように申請できる
か。
答【総務課長】夫婦そろって取ること
も出来ますが、短時間労働や在職１年
未満など、一部該当しない条件もあり
ます。
問（坂井議員）今回特別職の非常勤職
員の厳格化による条例改正で、日額の
報酬額が引き上げられる対象となる委
員の数は。
答【総務課長】令和２年からの施行
で、対象人数は127人です。
問（戸井議員）坂田苑のデイサービス
廃止の理由は。
答【福祉保健課長】職員減少などによ
り、令和元年７月に事業休止となりま
した。

総務常任委員会

▼台風時、はにわ台に設置された下水用発電機(リース)

議会の視点 　12月11日開催された総務常任委員会及び、まち
づくり常任委員会で、議長から負託を受けた議案
24件を審査しました。

災
害
復
興
や
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
て

委員会 REPORT



議案 
番号

上程された
議案・概要・結果 

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑦⑧⑨⑩⑪⑫
⑥
議
長

議
決
結
果

坂
井 

慶
子

實
川 

嘉
一 

麻
生 

孝
之

岩
澤 
達
弥

伊
藤 　
栄

小
嶋 

秀
樹

戸
井 

沢
夫

石
田 

謙
一

内
田 

白
民

平
山 　
弘

川
口 

幸
雄

伊
橋 

寿
夫

専決処分の承認

第1号 専決処分の承認を求めること（台風15号による施設の被害復
旧費、ごみ処理費、人件費等応急処理に要する予算）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P3、4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第２号 専決処分の承認を求めること（台風15号による農業集落排水
施設の被害復旧費、運用経費、人件費等応急処理に要する予算）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P4、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第３号 専決処分の承認を求めること（台風15号による公共下水道施
設の被害復旧費、運用経費、人件費等応急処理に要する予算）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第４号 専決処分の承認を求めること（10月の大雨による施設の被害
復旧費、土砂等撤去費等応急処理に要する予算）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P4、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

条例の制定

第５号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定（成年被後見人の人権が尊重され、不当に差別されないよう資格、
職種、業務等から一律に排除する規定の適正化が図られたことによる条例の制定）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第６号
芝山町公共施設等総合管理計画検討委員会設置に関
する条例の制定（一般職の会計年度任用職員制度の創設に合わ
せ、特別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第７号
芝山町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委員
会設置条例の制定（一般職の会計年度任用職員制度の創設に合
わせ、特別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第８号 芝山町介護保険推進委員会設置条例の制定（一般職の会計年度任用職員制
度の創設に合わせ、特別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第９号 芝山町地域包括支援センター運営協議会設置条例の制定（一般職の会計年度任
用職員制度の創設に合わせ、特別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第10号
芝山町地域密着型サービス事業者選定委員会設置条
例の制定（一般職の会計年度任用職員制度の創設に合わせ、特
別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第11号 芝山町地籍調査推進委員会設置条例の制定（一般職の会計年度任用職員制
度の創設に合わせ、特別職の非常勤職員及び臨時的任用職員の任用要件の厳格化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第12号 芝山町空家等対策の推進に関する条例の制定（空家等対策の推進に関す
る特別措置法に基づく「芝山町空家等対策計画」に実効性を持たせるための制定）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

条例の一部改正

第13号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定（現行条例
の「看護休暇」を「介護休暇」に改め、任期付一般職員の一週間の勤務時間について明確化）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第14号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定（一
般職の会計年度任用職員制度の創設に合わせ、県で整備された会計年度任用
職員を含む非常勤職員の育児休業に関する制度に準拠するための一部改正）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第15号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正（一般職の会計年度任用職員制度の創設に合わせ、
県の最低賃金の動向に鑑み、日額の報酬額の見直しを目的とした改正）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ）

P2、
3、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

条例の廃止

第16号 芝山町特別土地保有税審議会条例の廃止（地方税法等の一部を改正する法律
により芝山町特別土地保有税審議会条例の設置根拠条文が削除されたことによる廃止）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

訴訟の提起

第17号 訴訟の提起（町有地の明渡し及び当該地に存する建造物収去等並
びに訴訟費用の負担及び仮執行宣言を求めるもの）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

規約変更の協議

第18号 山武郡市広域行政組合規約の変更に関する協議（組合の事務事業の見直しによる老
人福祉法による老人デイサービスセンター事業の廃止し共同処理する事務から削除するもの）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

令和元年度補正予算

第19号 一般会計（第３号）（台風15号被災者、被災事業者等の復旧整備等
で農業費など6億3735万8千円を増額し、総額60億498万3千円とする）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P4、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第20号 国民健康保険特別会計（第１号）（総務管理費、療養諸費、後期高齢者支援
金及び介護納付金分等580万6千円を増額し、総額10億1134万6千円とする）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第21号 農業集落排水事業特別会計（第２号）（総務管理費7万9千円
を増額し、7374万6千円とする）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第22号 公共下水道事業特別会計（第２号）（総務管理費及び事業費387万7
千円の増額、繰越明許費578万円を設定し、総額2億6238万7千円とする）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

第23号 介護保険特別会計（第２号）（介護予防サービス等諸費、高額介護サービス等費及
び特定入所者介護サービス等費484万4千円を増額し、総額7億749万8千円とする）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

人　事

第24号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の意見
を求めること（任期満了となる１名の委員を再任するもの）

可決 
賛（ 9 ）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ －

令和元年第４回定例会で審議
した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。
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※12月定例会の傍聴者は20人でした。

抜け出す
一番の方法は
やり抜くこと

12月定例会　一般質問

②坂井慶子議員………………………  Ｐ９
・第二保育所周辺の豪雨対策について
・子育て関連施設のあり方検討委員会の答申
　について

①岩澤達弥議員………………………  Ｐ８
・台風の被害者対策について
・空港の深夜便について

③小嶋秀樹議員………………………Ｐ10
・財政改善と財源確保について
・ひとの創生について
・地域活性化施策について

④實川嘉一議員………………………Ｐ11
・空港の機能強化対策について
・�台風関連対策について

⑤川口幸雄議員………………………Ｐ12
・�人口減少問題について
・町の税収について
・町の魅力を伝える教育について
・道路整備について
・町の合併について
・町の知名度アップやアイデア募集について

⑥麻生孝之議員………………………Ｐ13
・�空港移転用地のインフラ整備について
・公共交通の利便性向上について

photo/1月12日　芝山町成人式

　芝山町の様々な課題や将来的な計画などを、提出議案とは関係なく
議員個人として自由に考えを聞くことのできる一般質問—。
　12月定例会では災害被害や対応策を中心に６名の議員が登壇しま
した。

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて60分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。
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案
し
た
結
果
、
町
下
限
額
を
設
定
し

ま
し
た
。

福
祉

セ
ン

タ
ー
は
停

電
時
に
全

く
機
能
し

な
か
っ
た
。

福
祉
の
拠

点
で
あ
る

福
祉
セ
ン

タ
ー
に
非

常
電
源
装

置
を
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
一
時
的
な
財
政
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
に
整

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
増
え
る
深
夜
便

10
月
27
日
か
ら
の
冬
ダ
イ
ヤ

で
、
21
時
台
、
22
時
台
、
23
時

台
の
定
期
便
は
ど
れ
だ
け
増
え
た
の

『一般質問』

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

を
被
災
者
に
、
見
舞
金
と
し
て

配
分
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
に
寄
付
い
た
だ
い

た
災
害
見
舞
金
は
、
水
や
非
常

岩澤 達弥　議員
（平成会）

（所要時間58分）

食
、
避
難
所
設
営
費
、
道
路
災
害
復

旧
費
な
ど
幅
広
く
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

被
災
農
業
施
設
等
復
旧
支
援
事

業
で
町
は
20
％
補
助
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
更
に
共
済
加
入

者
に
は
５
％
、
共
済
未
加
入
者
に
は

３
％
を
上
乗
せ
補
助
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
財
源
等
勘
案
し
、
町

単
独
で
の
追
加
助
成
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。

【
財
政
担
当
課
長
】
現
行
の

20
％
で
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

被
災
農
業
施
設
等
復
旧
支
援
事

業
で
は
千
葉
県
に
準
じ
て
下
限

を
20
万
円
で
設
定
し
た
が
、
被
災
者

に
広
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
国

に
準
じ
て
下
限
を
設
定
す
べ
き
で
は

な
い
。

【
町
長
】
共
済
等
の
保
険
料
負

担
、
施
工
業
者
の
意
向
な
ど
勘

被災者に救いの手を

か
。【

町
長
】
週
あ
た
り
21
時
台
78

回
、
22
時
台
96
回
、
23
時
台
30

回
増
加
し
ま
し
た
。

空
港
会
社
田
村
社
長
は
「
ま
だ

十
分
で
は
な
い
。
引
き
続
き
23

時
台
の
就
航
に
つ
い
て
航
空
会
社
に

働
き
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
説
明
。

空
港
会
社
は
、
23
時
台
の
就
航
を
ど

こ
ま
で
増
や
し
た
い
の
か
。

【
町
長
】
L
C
C
の
機
材
稼
働

率
向
上
、
貨
物
便
の
速
達
性
向

上
、
航
空
会
社
・
お
客
様
の
利
便
性

向
上
な
ど
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
と

い
う
趣
旨
で
発
言
し
た
と
聞
き
ま
し

た
。人

口
増
対
策
急
ぐ
べ
き

は
に
わ
台
団
地
、
バ
ル
ー
ル
ド

団
地
の
空
き
地
に
、
新
規
人
口

を
想
定
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
手

法
で
進
め
る
の
か
。

【
町
長
】
空
き
家
・
空
き
地
対

策
の
推
進
、
ア
ク
セ
ス
向
上
、

上
水
道
整
備
、
下
水
道
維
持
管
理
な

ど
良
好
な
住
環
境
の
維
持
向
上
、
利

便
性
確
保
に
よ
り
定
住
人
口
増
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

補
助
金
に
上
乗
せ
を

被災したハウス

福祉センターを救った電源車
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『一般質問』

豪
雨
時
の
対
応
は

10
月
25
日
の
午
後
、
第
２
保
育

所
園
庭
が
一
部
冠
水
す
る
状
況

に
な
っ
た
。
安
全
対
策
は
な
か
っ
た

の
か
。

【
町
長
】
以
前
に
も
大
雨
対
策

と
し
て
砂
入
れ
や
土
の
う
を
積

み
ま
し
た
が
、
今
回
の
雨
量
は
そ
れ

を
こ
え
て
し
ま
い
裏
山
か
ら
の
雨
水

が
水
路
で
は
さ
ば
き
き
れ
ず
、
園
庭

に
流
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後

は
さ
ら
に
土
の
う
の
積
み
増
し
を
し

ま
す
。子ど

も
は
高
齢
者
と
同
じ
「
要

援
護
者
」
で
あ
る
。
保
護
者
へ

の
連
絡
体
制
や
避
難
勧
告
に
は
早
急

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
子
育
て
保
健
衛
生
担
当
課
長
】

今
後
、
保
護
者
に
は
芝
山
キ
ッ

ズ
メ
ー
ル
を
使
っ
て
よ
り
早
く
情
報

発
信
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
町
の
防
災

メ
ー
ル
の
登
録
も
お
願
い
し
ま
す
。

県
で
は
令
和
２
年
に
洪
水
浸
水

想
定
区
域
が
見
直
さ
れ
る
が
、

町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
う

か
。【

町
長
】
平
成
23
年
３
月
の
作

成
か
ら
８
年
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
県
の
内
容
を
反
映
し
、

町
で
は
令
和
３
年
度
に
更
新
し
、
全

戸
配
布
を
致
し
ま
す
。

子
育
て
関
連
施
設
の
検
討
委
員

会
の
答
申
で
、
現
在
の
第
二
保

育
所
と
第
一
保
育
所
の
２
園
を
残
す

方
針
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
９
月
の
台
風
や
10
月
の
豪
雨

で
、
周
辺
も
含
め
た
被
害
状
況
を
考

え
れ
ば
高
谷
川
に
近
い
第
二
は
安
全

面
で
不
安
が
残
る
。
高
台
で
水
害
の

リ
ス
ク
が
な
い
第
一
保
育
所
に
新
た

な
施
設
を
建
て
、
質
の
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
集
約
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
第
二
保
育
所
は
新
耐

震
基
準
の
建
物
で
あ
り
、
長
寿

命
化
す
る
方
が
低
コ
ス
ト
で
す
。
ま

た
、送
迎
す
る
保
護
者
に
と
っ
て
も
、

町
の
北
部
と
南
部
に
２
園
あ
る
方
が

利
便
性
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
状
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
園
に

よ
っ
て
内
容
が
違
う
。
例
え
ば

０
歳
児
保
育
は
第
二
だ
け
な
の
で
、

兄
弟
で
違
う
園
に
通
っ
た
り
、
土
曜

保
育
は
第
一
だ
け
な
の
で
、
一
人
で

２
か
所
通
う
子
も
い
る
。「
２
園
化

の
利
便
性
」
を
う
た
う
な
ら
、
す
べ

て
の
園
に
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

相
応
の
設
備
費
や
人
件
費
も
か
か
っ

て
く
る
。
そ
の
分
の
コ
ス
ト
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
確
か
に
芝
山
よ
り
人

口
の
多
い
町
で
一
つ
の
子
ど
も

園
で
運
営
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
当
面
は
今
後
の
人
口
動
向
を
見

据
え
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
度
、
子
育
て
施
設
の

　
　
　
　
あ
り
方
を
問
う

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間41分）

現
状
で
は

　
「
利
便
性
」
に
疑
問

豪雨翌日、増水した高谷川
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敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
や
体
制
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
た
え
ず
職
員
に
は
指

示
し
て
い
ま
す
が
、
周
辺
市
町

や
関
係
組
織
と
の
人
脈
づ
く
り
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
材
づ
く
り
は
町
づ
く
り

官
学
協
働
事
業
と
し
て
、
若
者

目
線
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学

生
に
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

加
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

千
葉
大
学
と
連
携
し

て
、
来
年
度
策
定
予
定
の
第
５

次
総
合
計
画
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
職
員

を
育
て
る
た
め
、
研
修
や
先
進

地
視
察
、
派
遣
に
よ
る
人
事
交
流
を

『一般質問』

新
規
財
源
を
増
や
す
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
も
っ

と
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
自
治

体
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

返
礼
品
の
充
実
は
喫

緊
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
国
の
認
定

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
資
す
る
事

業
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

圏
央
道
２
９
６
号
線
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
開
発
計
画
、
現
況
と
見
通
し

は
。【

町
長
】　

産
業
拠
点
と
し
て
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
は
に
わ
道

沿
線
を
含
め
て
委
託
調
査
し
て
い
ま

す
。風

和
里
の
収
益
確
保
の
た
め
、

今
後
ど
ん
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
の
か
。

【
町
長
】
12
月
か
ら
、
空
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
、
道
と
空
「
風
和
里
」
共
通
の
商

品
券
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
電
力
会
社
「
成
田
香
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
公
益
事
業

会
社
、
こ
れ
を
参
考
に
税
収
を
確
保

す
る
、
そ
ん
な
発
想
も
必
要
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
事
業
を
実
施
す
る
時
、
国・

県
の
交
付
金
や
補
助
金
事
業
に

（清祥会）

（所要時間59分）

積
極
的
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

研
修
や
視
察
は
行
っ

て
い
ま
す
が
、
派
遣
は
中
断
し

て
い
ま
す
の
で
早
急
に
検
討
し
ま

す
。地

区
ご
と
に
町
長
が
出
向
き
、

町
民
と
語
り
合
う
町
政
懇
談
会

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
今
後
そ
の
よ
う
な
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

効
率
的
な
活
性
化
策
を

民
間
意
識
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

各
界
専
門
家
で
構
成
す
る
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
町
長
】「
総
合
戦
略
推
進
会
議
」

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

空
港
機
能
強
化
に
伴
う
就
業
者

増
に
対
応
す
る
た
め
、
※
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
の
住
宅
事
業
を
展
開
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
町

が
や
る
べ
き
こ
と
だ
が
、
住
宅

の
整
備
は
１
０
０
％
民
間
に
よ
る
開

発
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

【PFI方式】（※）建設費に民間事業者の資金や交付金を充て、自治
体が家賃収入の中から、建設費や管理費を分割で民間事業者に支払
う公共事業の手法。

小嶋 秀樹　議員

一歩踏み出す
勇気を
　　期待して

財
源
無
く
し
て
発
展
無
し
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『一般質問』『一般質問』

公
聴
会
、機
能
強
化
に
賛
否

成
田
国
際
空
港
の
変
更
許
可
申

請
を
受
け
公
聴
会
が
開
催
さ
れ

る
方
針
だ
が
、
公
述
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

【
町
長
】
当
然
の
こ
と
で
、
芝

山
町
長
と
し
て
更
な
る
機
能
強

化
を
推
進
す
る
立
場
で
公
述
す
る
予

定
で
す
。

公
述
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
内

容
は
考
え
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

約
束
事
項
等
が
あ
り
公
述
し
、

書
類
と
し
て
残
し
ま
す
。

空
港
敷
地
面
積
に
つ
い
て
、
大

幅
に
拡
大
さ
れ
た
が
内
容
は
。

【
町
長
】
空
港
会
社
が
施
設
整

備
計
画
、
地
権
者
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、精
査
し
た
結
果
で
す
。

騒
音
下
住
民
に
更
な
る
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
空
調
施
設
の
維
持
管

理
費
補
助
金
の
増
額
交
付
予
定

で
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
補
助
金

を
８
割
に
す
る
事
業
を
検
討
中
で

す
。
引
き
続
き
住
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
環
境
対
策
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

被
災
ハ
ウ
ス
、
耐
候
性
は

芝
山
議
会
は
農
業
復
興
支
援
策

に
町
独
自
の
支
援
を
要
望
し
た

が
、
耐
候
性
を
求
め
る
被
災
農
業
施

設
等
復
興
支
援
事
業
に
町
で

3
/

10
程
度
の
補
助
金
を
拠
出
し
て

は
。【

町
長
】
町
独
自
の
助
成
は
難

し
い
と
考
え
て
ま
す
。

 

防
災
行
政
無
線
の
再
編
や
新
規

導
入
の
検
討
内
容
は
。

【
町
長
】
電
波
法
の
改
正
に
よ

り
令
和
４
年
11
月
ま
で
が
使
用

期
限
で
あ
り
、
親
局
は
更
新
、
屋
外

子
局
は
改
修
や
位
置
の
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。

 

防
災
行
政
無
線
を
聞
き
逃
し
た

ら
電
話
で
24
時
間
対
応
の
音
声

応
答
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
。

【
町
長
】
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
た
う
え
で
導
入
を
検
討
し
ま

騒
音
下
住
民
に

　
　
　
更
な
る
対
策
を

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

倒壊を免れた耐候性ハウス

防災無線屋外子局

す
。
合
わ
せ
て
芝
山
町
情
報
メ
ー
ル

の
登
録
を
推
進
し
ま
す
。

避
難
行
動
支
援
の
遅
れ

 

芝
山
町
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
計
画
の
運
用
状
況
は
。

【
町
長
】
要
支
援
者
名
簿
を
関

係
機
関
と
取
扱
い
に
関
す
る
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
30
年
３
月

に
で
き
て
お
り
、
避
難
行
動
の

個
別
支
援
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
て

も
い
い
時
期
と
思
う
が
。

【
福
祉
保
健
課
長
】
避
難
方
法

や
要
支
援
者
名
簿
の
共
有
に
時

間
を
要
し
て
お
り
、
個
別
避
難
計
画

に
つ
い
て
は
、
今
後
対
応
し
ま
す
。
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人
口
問
題
は

本
町
の
定
住
人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
為
に
調
査
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

日
本
各
地
で
人
口
減
少
が
続
く

中
、
本
町
の
未
来
人
口
へ
の
対

策
は
。

【
町
長
】
芝
山
町
第
２
次
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
・

第
５
次
総
合
計
画
で
将
来
展
望
人
口

を
７
５
０
０
人
に
目
標
を
設
定
し
て

お
り
ま
す
。

税 

収 

は
空
港
の
機
能
強
化
に
よ
り
、
将

来
、
本
町
の
税
収
が
大
幅
に
増

加
し
た
場
合
、
主
に
ど
の
よ
う
な
施

策
に
使
う
か
。

【
町
長
】
未
整
備
地
区
の
上
下

水
道
・
道
路
整
備
・
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
及
び
定
住
促
進
等
で
す
。

教 

育 

は
進
学
や
就
職
を
契
機
に
町
か
ら

巣
立
つ
若
者
が
再
び
町
に
戻
っ

て
く
る
様
期
待
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
教
育
が
良
い
か
。

【
教
育
長
】
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
り
町
へ
の
郷
土

愛
を
育
む
教
育
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

道
路
問
題
は

小
池
字
龍
ヶ
塚
地
先
の
、
町
道

01

-

０
０
8
号
線
と
県
道
大
里

合
併
問
題
は

過
去
に
市
町
村
合
併
が
論
議
さ

れ
、
結
果
的
に
単
独
を
選
択
し

今
に
至
る
が
、
ど
の
様
な
感
想
を

も
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
財
政
的
な
理
由
で
合

併
を
選
択
し
た
市
町
村
が
多

か
っ
た
が
、
本
町
は
自
立
を
選
択
し

現
在
に
至
る
が
、
判
断
は
評
価
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

芝
山
町
の
知
名
度
は

官
民
一
体
・
町
民
参
加
型
で
全

国
的
に
知
名
度
を
上
げ
る
施
策

は
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
観
光
協
会
・
商
工
会

企
業
・
Ｄ
М
Ｏ
等
町
民
参
加
型

の
官
民
一
体
施
策
を
研
究
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
各
地
で
人
口
減
少
が
続
き

自
治
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
未
来
へ
生
き
残
る
た
め
に
官
民

を
問
わ
ず
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
町
は

い
か
が
か
。

【
町
長
】
先
進
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
の

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

小
池
線
の
交
差
部
道
路
改
良
計
画
の

の
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

【
町
長
】
現
在
、
地
区
の
同
意

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
事
業
実
施
に
向
け
て
継
続
協
議

を
し
て
お
り
ま
す
。

境
・
宮
崎
地
区
の
町
道
01

-

０
０
8
号
線
の
芝
山
タ
ク
シ
ー

前
の
安
全
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
速
度
抑
制
対
策
の
舗

装
・
路
面
標
示
・
注
意
看
板
等

の
装
置
を
し
て
い
る
が
、
一
層
の
安

全
対
策
に
努
め
ま
す
。

境
宮
崎
区
内
の
町
道
１
BL-

0
1

２
9
号
線
の
危
険
区
間
の
安
全

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
危
険
区
間
の
安
全
対

策
と
し
て
待
避
所
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
す
れ
違

い
が
出
来
な
い
道
路
で
す
の
で

回
避
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

『一般質問』

川口 幸雄　議員
（未来芝山）

（所要時間56分）

芝山の
　未来に花を



－芝山議会だより　No.126　R2.2.113

理
方
式
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
制
度
で
あ
る
た
め
国
・
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
市
町
村
管
理
型
の
浄

化
槽
整
備
を
調
査
・
研
究
し
て
い
ま

す
。
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
菱
田
地

区
と
同
じ
状
況
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
速
バ
ス
を
町
内
と
空
港
間
で

乗
降
が
可
能
に
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
過
去
の
質
問
に
対
し
て
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か
。

【
町
長
】
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
事
業
者
と
十
分
協
議

す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
公
共
交
通
の
拠

点
と
な
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

と
合
わ
せ
て
検
討
を
実
現
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
。

『一般質問』『一般質問』

菱
田
地
区
の
移
転
候
補
地
の
上

下
水
道
は
。

【
町
長
】　

上
水
道
の
事
業
化
に

向
け
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
上
水
道
事
業
を
展

開
す
る
ま
で
の
間
、
専
用
水
道
で
事

業
を
行
い
、
集
中
井
戸
や
浄
水
設
備

を
設
置
し
て
給
水
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
汚
水
処
理
に
つ
い
て

は
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま

で
、
大
型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
で
の

対
応
と
な
り
ま
す
。
整
備
手
法
と
し

て
は
、
宅
地
造
成
を
す
る
事
業
者
と

協
議
を
進
め
、
移
転
計
画
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。川津

場
地
区
の
移
転
候
補
地
の

上
下
水
道
は
。

【
町
長
】　

菱
田
地
区
同
様
に
専

用
水
道
の
設
置
を
予
定
し
て
お

り
、
汚
水
処
理
に
つ
い
て
は
集
合
処

未
来
の

　
街
づ
く
り
に
向
け
て

麻生 孝之　議員
（創芝会）

（所要時間46分）

公
共
交
通
の
拠
点
整
備
や
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い

て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し

た
の
か
。

【
町
長
】
町
拠
点
創
出
可
能
性

調
査
を
行
い
、
小
池
地
区
交
通

結
節
拠
点
基
本
計
画
を
今
年
の
８
月

ま
で
に
策
定
し
て
い
ま
す
。
交
通
環

境
の
現
状
と
課
題
の
整
理
、
交
通
結

節
点
の
必
要
性
、
整
備
目
標
や
方
針

の
検
討
、
拠
点
施
設
及
び
関
連
施
設

の
整
備
方
針
な
ど
を
検
討
し
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
む
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

移
転
候
補
地
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
ど
う
な
る

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

に
向
け
て
そ
の
後
は

役場発高速バス

はにわ台団地浄水場
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▲様々な政策について語る
橋本正裕町長

全
国
か
ら
視
察
申
し
込
み
が

殺
到
す
る
町

　
茨
城
県
境
町
は
千
葉
と
埼
玉
の
県
境
に
位

置
し
、
Ｈ
29
年
の
圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
６

つ
の
高
速
道
路
が
接
続
し
た
こ
と
で
、
関
東

圏
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
追
い
風
と

し
て
、
新
た
な
産
業
用
地
を
整
備
し
企
業
誘

致
を
進
め
る
一
方
で
、
働
き
手
と
な
る
子
育

て
世
代
の
転
入
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

な
ど
、
画
期
的
な
施
策
を
数
多
く
打
ち
出
し
、

こ
こ
数
年
で
子
育
て
世
代
の
増
加
を
実
現
さ

せ
た
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
新
し
い
財
源
の
確
保

　
現
在
の
町
長
が
就
任
し
た
Ｈ
26
年
以
降
、

境
町
は
政
策
実
現
の
資
金
と
な
る
財
源
の
確

保
に
力
を
入
れ
、
財
政
力
を
劇
的
に
回
復
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
特
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
で
は
、
Ｈ
30
年
に
全
国
８

位
（
茨
城
県
１
位
）
ま
で
躍
進
し
、
年
間

60
億
８
２
０
０
万
円
も
の
収
入
を
あ
げ
、
他

　ふるさと納税の活用や様々なアイディア事業の実践によ
り、全国から注目されている茨城県境町を11月６日に視
察しました。

〇新財源（H30年度実績）
　・ふるさと納税　60億8200万円
　・補助金獲得　　11億3000万円
　・太陽光発電事業　 　2000万円

〇貯　金（H30年度末）
　・25億円…５年で15億円増加

〇主な定住促進政策
　・20歳までの医療費助成
　・18歳までの予防接種一部助成
　・通学路の防犯カメラ設置
　・�20年定住による一戸建て町営
住宅の譲渡

　・�民間資金を活用した集合住宅の
建設

　・英語能力スキルアップ事業
　・特定不妊治療費の補助

常識を覆す
地方創生への取り組み

新たな財源の獲得で

借金を減らし
貯金を増やす

に
も
太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
事
業
で

収
益
を
得
る
な
ど
、
通
常
の
税
収
だ
け

に
頼
ら
な
い
新
た
な
財
源
を
発
掘
し
続

け
て
き
た
の
で
す
。

常
識
を
覆
す
未
来
型
の
発
想

　
人
口
増
加
政
策
の
中
で
、
特
に
注
目

さ
れ
る
の
が
「
教
育
」
「
子
育
て
関

連
」
に
充
て
ら
れ
る
予
算
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
約
６
割
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
具
体
的
に
は
「
中
学
を
卒
業
す
る
時
に
は

英
語
が
話
せ
る
」
を
目
標
と
し
た
「
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
事
業
」
で
、
全

国
に
先
駆
け
た
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
家
庭
環
境

に
左
右
さ
れ
ず
に
子
供
の
未
来
を
育
む
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
今
後
６
年
分
の
教
育
関

係
事
業
費
が
積
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
地
元

の
高
校
生
を
対
象
に
町
活
性
化
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
事
業
化
す
る
な
ど
、
若
者
の
政

治
参
加
や
郷
土
愛
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

人
を
育
て
未
来
を
託
す

　
こ
う
し
た
政
策
を
進
め
る
境
町
役
場
の
職

員
数
は
現
在
約
２
２
０
名
。
近
年
は
民
間
企

業
な
ど
で
培
っ
た
能
力
を
行
政
に
取
り
込
む

こ
と
を
目
的
に
中
途
採
用
を
増
や
し
た
り
、

外
部
か
ら
専
門
家
を
参
与
と
し
て
任
命
し
た

り
、
女
性
管
理
職
を
増
や
す
な
ど
、
産
官
学

連
携
を
軸
と
し
た
組
織
改
革
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
も
の
を
最
大
限
に
活

か
し
て
人
を
育
む
と
い
う
町
の
意
気
込
み

や
、
組
織
と
し
て
の
躍
動
感
を
目
の
当
た
り

に
し
た
、
実
り
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

芝山・多古町議会連絡協議会行政視察研修会

〇茨城県境町の概要
　・人　口　24,137人（R.１.12.１）
　・面　積　46.59㎢
　・一般会計予算　125億8100万円（R1年度）

英語教育や子育て支援を▶
紹介するチラシ　　　
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11月６日　芝山町議会・多古町議会連絡協議会視察研修

央道ＩＣ開発と移住促進政策県

　両町の議員22名で茨城県境町
の圏央道ＩＣ周辺の開発と移住促
進政策について視察研修を行いま
した。境町の橋本町長は、多くの
新しい政策を立案、実行し、マス
コミにも取り上げられ、特に子育
て支援策、定住促進に力を入れて
います。その手腕で、町の財政再
建、人口減少に歯止めをかけ、
益々勢いのある魅力のある町と
なっています。 橋本町長と芝山・多古町議員

11月13日　町村議長会全国大会

方創生の実現と来るべき新たな社会に備える地

　「長期的な復興支援と災害対策の確立・議会の機
能強化及び多様な人材確保」等をスローガンに第
63回町村議会議長全国大会併せて創立70周年記念
式典が東京都内で開催されました。この大会では、
スローガンに係る特別決議の他に、令和２年度の国
の予算編成及び施策に関する要望や北海道から九州
地方の地区要望等も決議され、最後はガンバロー
コールで団結力を高めました。一致団結ガンバローコール

11月15日　県議長会研修会 

村議会をめぐる諸課題町
　マスコミにも出演している政治評論家の有馬晴海
氏と全国町村議会議長会望月達史事務総長、森田健
作千葉県知事を講師に招き、千葉県町村議会議長自
治研修会が千葉市内で開かれました。
　有馬氏は国会議員秘書経験を生かした今後の日本
政治を占う話、望月氏は、地方議会議員のなり手不
足の深刻化を説明しました。
　また、森田知事は、台風15号等の県内の災害に
ついての支援体制について説明しました。 講演のテーマは「どうなる？今後の日本の政治」
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令
和
初
の
初
春
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
長
を
発
行
責
任
者
に

５
名
の
編
集
委
員
と
事
務
局
員
の
２
名
で
編

集
か
ら
発
行
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
全
編
集
委
員
に
よ
る
最
後
の
編
集
後

記
で
す
。

●�

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
事
を
目
指

し
て
進
め
て
い
ま
す
。
次
号
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
Ｓ
・
Ｉ

●�

８
年
間
編
集
委
員
を
務
め
、
町
民
の
皆
様

に
見
え
に
く
い
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
努
力
し
ま
し
た
。　
　
　
　
Ｔ
・
Ｉ

●�

議
会
一
丸
と
な
り
、
町
の
発
展
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
る
事
を
こ
れ
か
ら
も
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
Ｔ
・
Ａ

●�

新
し
い
ス
タ
イ
ル
へ
生
ま
れ
変
わ
る
き
っ

か
け
を
与
え
て
も
ら
っ
た
「
奇
跡
」
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
Ｋ
・
Ｓ

●�

新
人
議
員
と
し
、
64
回
の
編
集
委
員
会
は

勉
強
に
な
り
、
実
り
あ
る
議
員
活
動
に
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
・
Ｊ

　
皆
様
に
読
ま
れ
・
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
を

編
集
方
針
に
、
議
会
と
し
て
の
説
明
責
任
を

課
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
号
よ
り
新
編
集
委
員
に
よ
る
発
行
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 11

「ある日突然あなたが主役」

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町にやって
来ましたか？

　�　長男の小学校入学に合わせ、転居先を探
していた時に今の住まいに出会いました。
子供たちも飛行機が大好きで喜び、家族全
員一致で決めました。

Ｑ�芝山町の印象は？
　�　「飛行機」「自然が豊か」他には何があ

るのかな？というのが最初の印象でした。
今はそれが芝山町の良さなのでもっと活か
してほしいと思っています。

Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　�　知り合いもいない中引っ越して来ました

が、周りのみなさんの優しさ、温かさ、親
しみやすさから、まるで何十年も住んでい
るかのように、すぐに馴染むことができま
した。

Ｑ町に望むことは？
　�　第一は水です。子どもたちが安心して飲

める水が、今の生活には欠けています。第
二に子どもたちがのびのびと過ごすことの
できる公共施設や公園の充実です。子育て
支援に力を入れる芝山町だからこそ、子ど
もたちが将来、安心して住み、子育てをし
て行ける町にしてほしいです。

子どもたちに安全な水を

吉川　博
ひ ろ ゆ き

之さん
　　　由

ゆ み

美さん
　長男　朋

と も た か

孝くん
　次男　敬

あ つ き

貴くん
（あけぼの）

Information
令和2年第1回芝山町議会
定例会のお知らせ

３月９日
　   24日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記

㈪から
㈫


